
令和４年度第２回地域振興会議会長会

日 時：令和５年２月６日(月) 13時 30分～15時 00分(予定) 
場 所：鳥取市役所本庁舎 ６階 会議室６-１

―  次   第  ― 

１ 開 会 

２ 市長あいさつ 

３ 各地域で重点的に取り組んでいる事項について（発表及び意見交換）…P7 

 ＜テーマ①＞ 安心して暮らし続けることのできる地域の維持 

       （発表：福部地域、河原地域、用瀬地域、佐治地域） 

 【参考資料】 

 ・資料１：福部「福部駅周辺の様子」               …P11 

 ・資料２：河原「地域交通運行状況」               …P13 

 ・資料３：用瀬「いきいき社バス路線図」「ひなネットについて」   …P17 

＜テーマ②＞ 魅力ある地域づくり・人づくりの推進 

（発表：国府地域、気高地域、鹿野地域、青谷地域） 

 【参考資料】 

 ・資料４：鹿野「お家の未来を考えるノート」           …P19 

 ・資料５：青谷「青谷上寺地遺跡について」            …P21 

４ その他 

 ・資料６：気高（イベント案内）                 …P25 

５ 閉 会  



１．各地域振興会議

会長名 支所長名

国府 地域振興会議 山　田　準　二 湯　谷　一　也

福部 地域振興会議 上　山　弘　子 平　戸　伊寿美

河原 地域振興会議 竹　田　賢　一 九　鬼　栄　一

用瀬 地域振興会議 西　川　功　美 片　山　　　学

佐治 地域振興会議 小　谷　繁　喜 下　田　俊　介

気高地域振興会議 河　根　裕　二 中　原　　　登

鹿野 地域振興会議 小　川　義　和 岡　本　幸　子

青谷 地域振興会議 長谷川　和　郎 田　中　隆　志

２．本庁関係

氏　　名

深　澤　義　彦

鹿　田　哲　生

３．事務局（市民生活部地域振興課）

氏    名

漆　原　利　明

山　名　常　裕

小　野　悠　子主　　任

次長兼課長

令和４年度第２回地域振興会議会長会出席者名簿

職    名

地域振興会議会名

職　　名

市民生活部長

課長補佐

市　  　長



日時：令和5年2月6日（月） 13時30分～15時00分
場所：鳥取市役所本庁舎 6階　会議室6-1

入り口
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地域

福部

河原

用瀬

住民主体の地域
交通と防犯青色
パトロールの取
組について

生活交通確保の
取組と「地域共
生社会」の推進
について

「３．各地域で重点的に取り組んでいる事項」について

①住民主体の地域交通の取組みについて
　河原地域では、地域主体による生活交通確保の取り組みが進められている。
　＜国英地区＞
　「いきいき国英ふるさとづくり協議会」により、令和３年４月からの本格運行を
　開始
　＜散岐地区＞
　共助交通にかかるアンケートや説明会を実施し、昨年からの本格運行を開始

②防犯青色パトロールの取組みについて
　　「自分たちのまちは自分たちで守る」を合い言葉に、住民と支所職員との協働
　で町内を巡回し、児童生徒の安全な通学、地域の防犯意識の向上を目的に
　行っている。
　犯罪を未然に防ぐとともに、地域住民が安心して暮らせるまちづくりを目指す。

①用瀬町での生活交通確保の取組について
　　用瀬町社地区において、市有償運送の廃止時期である令和４年４月１日か
　ら、「いきいき社まちづくり協議会」による「共助交通」での運行を実施している。
　【運行内容】
　●区間：江波～用瀬～大村
　●便数：週６日 ３往復/日(各停)
　●車両：10人乗りワゴン車 １台　●運転者：３名
　●利用実績：1,562回(一般 862回、小学校定期 700回)

②用瀬町での「地域共生社会」の推進について
　　地域と用瀬町社会福祉協議会が主体になり、集落単位の見守りネットワーク
　である「用瀬町支え愛ネットワーク活動(ひなネット)」を行っている。(令和３年度
　９集落、令和４年度４集落)
　　また、用瀬町内の関係機関から示された困難事例を行政や各専門職と連携し
　て調整・支援する「用瀬町地域包括ケアシステム推進連絡会」を令和元年度に
　立ち上げ協働での支援体制を整えているが、今後「ひなネット」との連携を目指
　している。

題目 内容

公共交通の確保
と地域活性化の
取り組みについ
て

①公共交通の確保について
　「福部循環バス」の今後の見通し状況や生活交通の取組について説明する。

②空き家対策事業について
　町内の現状と取組状況を説明する。

③JR福部駅を活用した地域活性化について
　地元団体の取組状況を説明する。

～テーマ①『安心して暮らし続けることのできる地域の維持』～
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地域

「３．各地域で重点的に取り組んでいる事項」について

題目 内容

～テーマ①『安心して暮らし続けることのできる地域の維持』～

関係人口を活用
した地域の維
持・活性化につ
いて

○佐治町の現状について
　　佐治の高齢化率は54％に達している。
　　人口減少の進行により、医療や福祉、交通、金融、買い物などの生活に必要
　なサービスや機能を維持していくこと困難になっていきており、地域で安心・安
　全に暮らし続けることが困難になっている。
　　人間関係の希薄化、地域活動への関心低下、担い手不足などの深刻な問題
　を抱えており、このまま、何の取り組みもしなければ、地域はひたすら衰退の一
　途をたどるほかない状況である。
　　これからも暮らしを守り地域コミュニティを維持し、持続可能な地域づくりを目
　指していくための一つの方策として、関係人口を活用し、行政・企業・学校・市
　民活動団体等の多様な主体が連携していくことが重要と考え、地域をあげて
　関係人口の仕組みづくりと活用に取り組みたい。

○今後の取組について
　①関係人口のデータベース作成及び仮称「佐治町応援団」の組織化等
　②関係人口（佐治町応援団）を活用した地域のコミュニティ活動及び地域の共
　　同活動・イベント等への協力支援に関する事業の企画・立案・実施
　③地域の魅力やイベント情報の発信、自身の体験に基づく感想などをＳＮＳ等
　　での発信
　④移住定住支援として、関連団体等と連携しての移住相談者向けの相談窓口
　　の充実、移住体験ツアーの企画・立案・実施等
　⑤関連団体等と連携しての空き家の情報収集や利活用に向けた事業
　　このような取り組み・事業を、「地域おこし協力隊」を導入して実施したいと考え
　ている。
　　関係人口を利活用する取り組みにおいては、専属的・専門的に事業を推進す
　る役割の人材が必要であり、このため、地域おこし協力隊を導入して取り組み、
　佐治町の関係人口コーディネーターとして外からの目線で地域を見ることによ
　り、地域の人が気付かない魅力を拾い上げて地域活性化及び、地域の魅力を
　情報発信するなどの活動に取り組むものである。

佐治
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地域

国府

気高

鹿野
空き家を活用し
た取組について

　鹿野町では、ＮＰＯ法人いんしゅう鹿野まちづくり協議会を中心に、空き家所有
者や借主と関わりを深めながら売買・賃貸・活用方法を提案し、空き家を飲食店
やギャラリーとして整備するなど、地域の課題解決を行いながら賑わいと住み心
地の良さを創出している。
　【令和３年度】　アート拠点「 ART CUBE クチュールシカノ 」
　　旧洋装店をアトリエ、交流・滞在スペースのあるアート拠点として整備し、 AIR(
　アーティスト・イン・ レジデンス）や作品制作、作品発表、交流事業などを行って
　いる。（鳥取市中山間地域地域遊休施設等活用支援事業を活用）
　【令和４年度】　飲食店「時々」
　　大正２年建築の元銀行として使用された洋風の空き店舗を飲食店として改装
　し、地元や県内の農園で栽培管理した野菜やハーブを材料に使った料理やお
　菓子を提供している。（鳥取市中山間地域資源活用型コミュニティビジネス支援
　事業を活用）

～テーマ②『魅力ある地域づくり・人づくりの推進』～

気高地域のまち
づくりを見据えた
統合新設校の検
討について

　気高地域の学校統合に向けて、「気高地域学校統合準備委員会」、「庁内検討
会」、「気高地域学校統合に関する関係者会議」で、様々な視点から気高地域の
まちづくりを見据えた検討を行っている。
〇令和４年２月、気高地域学校統合準備委員会から「４つの小学校を新設統合
　し、浜村駅周辺の新規用地を取得して学校を新築する」などの検討結果の報告
　書を市教委に提出
〇庁内の検討委員会（庁内検討会）で、施設の複合化、共用化、既存施設の活用
　等について課題等の整理、気高地域のまちづくりの視点も踏まえた考え方をと
　りまとめた。
〇まちづくり、人づくりの観点から議論した「気高地域学校統合に関する関係者会
　議」では、「気高地域学校統合準備委員会の検討結果であるJR浜村駅南側周
　辺の新規用地での新しい学校づくり」という内容でまとまり、学校と地域の連携
　の重要性や「地域に開かれた学校づくり」の推進などの意見を添えて、12月27
　日に市教委へ意見書が提出された。

「３．各地域で重点的に取り組んでいる事項」について

題目 内容

谷地区自主映画
作りと地域観光
資源を活用した
取組について

①谷地区自主映画作り
　　谷地区で取り組まれている、「因幡の傘踊り」の創始者である山本徳次郎を顕
　彰する自主映画作りについて説明する。

②地域観光資源を活用した取組み
　文化観光団体の活動について説明する。
　・「いなば国府ガイドクラブ」の活動紹介
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地域

～テーマ②『魅力ある地域づくり・人づくりの推進』～

「３．各地域で重点的に取り組んでいる事項」について

題目 内容

青谷

青谷上寺地遺跡
史跡整備事業に
伴う魅力ある地
域づくり・にぎわ
い創出推進につ
いて

   青谷地域では、青谷かみじち史跡公園整備（令和２年度～令和11年度予定）が
進み、令和５年秋には「展示ガイダンス施設」等がオープンする。
   この事業を魅力ある地域づくりの好機と捉え、様々な施策と関連付けた独自の
取組計画を策定し、住民参画及び鳥取市西地域との連携を図り、交流人口の増
加・にぎわい創出を推進していく。
《青谷地域の取組》
○青谷町版総合戦略【第2期】の推進
○青谷上寺地遺跡利活用推進事業部会の活動支援
○新しい食メニュー・お土産品開発の推進
○青谷高校「青谷学Ⅰ・Ⅱ」、「弥生文化探究」学習と連携した地域の魅力発信
○青谷上寺地遺跡地域利活用運営事業の創設



福部駅周辺の賑わいに期待を込めてリニューアル中

資料１



1月～12

１，５５５ ７５７ ７９８

国英地区地域交通運行状況

●運行開始時期：Ｒ３年４月～

●運行便数：　　２０便／日

●利用料金：　　大人２００円、子供１００円

●利用者人数：１５５５人(大人７５７人､子供７９８人)
　　　　　　　　※Ｒ４年１月～１２月末までの実績

●運転者数：　　１３人

●車　　両：　　１０人乗り２台

●運行変更経緯：
○当初運行時：　２路線　１０便/日（バス１台）

○増減便変更時期：Ｒ３年７月　循環線運行開始　３路線１６便/日（バス２台）
　　　　　　　　　Ｒ４年５月　３路線２０便/日（バス２台）　

○路線ルート変更の時期：　
　　　　　　　　　Ｒ４年１２月　中学校経由　

資料２



1月～12

１，５５５ ７５７ ７９８



利用者人数

●運行変更経緯：
○当初運行時：　２路線　１０便/日（バス１台）

○増減便変更時期：Ｒ４年５月　２路線１１便/日（バス１台）
　　　　　　　　　(中学生の利便性を考慮し１便増)　　　　　　　　　

R4年4月～12月末
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◆青谷町版総合戦略【第2期】の主な取組事業・施策の抜粋 

Ⅰ 地域コミュニティ推進による住民活力の創出 

ID 具体的事業・施策 青谷上寺地整備事業との連携 

1 ○スーパーボランティア事業を活用した地域の特色づくり 

○「地区緑化事業」を活用した各地区の美観整備 

各地域で四季折々の花等を栽培し、上寺地遺跡整備による来訪者を全地区への誘導し、青谷町域全

体のにぎわい創出を図る。 

Ⅱ 地域利便の向上による住み良さの創出 

ID 具体的事業・施策 青谷上寺地整備事業との連携 

6 ○生活交通を活用した青谷上寺地遺跡等の地域資源のPR JR を利用して青谷上寺地遺跡に来訪する者の利便を向上し、車内アナウンスにより歴史・自然等の情

報、魅力を伝達する。 

7 ○青谷上寺地遺跡訪問者へのグリーンハイツ・望町分譲情報等のPR 青谷上寺地遺跡来訪者へ分譲情報等をPRし、青谷へ移住・定住人口増を図る。 

Ⅲ 地域資源の磨き上げと連携によるにぎわいの創出 

ID 具体的事業・施策 青谷上寺地整備事業との連携 

9 ○民間宿泊施設の整備促進 

○町内飲食店や商工関係者等の協力による新たな「食」「土産品」の開発 

○土産品のアイデア企画募集 

青谷来訪者に上寺地遺跡を中心とした滞在型観光振興を図る。青谷上寺地遺跡とコラボした「食」「土

産品」を開発・提供し青谷の観光を印象づける。 

10 ○遺跡イメージキャラクターの検討 

○SNS等を活用した地域の魅力情報発信 

○青谷上寺地大使の任命 

青谷上寺地遺跡のイメージキャラクターを検討し、PR 活動に利用する。上寺地大使（観光大使）を任命

し、地域の魅力情報発信を行う。 

13 ○駅前一帯のイメージアップ 

○駅前から遺跡までの誘導カラー舗装化 

青谷上寺地遺跡から駅前への動線を明確にし、訪問者による駅前一帯のにぎわい創出を図る。 

Ⅳ 安全な生活環境の整備による安心の創出 

ID 具体的事業・施策 青谷上寺地整備事業との連携 

21 ○青谷上寺地遺跡への道路案内、標識等新設の検討 青谷上寺地遺跡までの道路案内、標識等を新設し、来訪者が安全に通行できる環境を整備する。 

26 〇新たな観光コースの設定 

〇ウォーキングイベント等の開催 

青谷上寺地遺跡をコースに含むウォーキングイベント等を開催し、遺跡の認知度向上とともに、住民の

介護予防・健康活力増進に取り組む。ジオトレイルと連携した、魅力あるコースづくりにより、健康・交流増

進を図る。 

資料５



青谷上寺地遺跡とまちなかをつなぎ各店舗のにぎわい創出を支援します！！

青谷上寺地遺跡の史跡公園整備に向けた、新メニューやお土産品開
発の取組を、まちなかや各協力店舗のにぎわいにつなげていくよう、
鳥取市西商工会と鳥取市（青谷町総合支所）で、支援策を検討します。

○PR用のぼり旗を作成し、新メニュー開発協力店舗
に設置する。

○新メニューの研究・開発にかかる費用支援の検討。

○開発したメニュー・商品の効果的な情報発信。

○複数の店舗の協働（コラボ）企画等について、必要
な連携の協力。

ニュー商品のPR。

青谷上寺地遺跡「弥生グルメ」を紹介するチラシ
各店舗先へのぼり旗掲出



１事業の背景
青谷地域では、国史跡青谷上寺地遺跡公園整備が始まり、令和５年秋には、

「展示ガイダンス施設」と「弥生の自然景観体感地区」がオープン予定となっ
ています。
施設のオープンを大きな契機として、青谷上寺地遺跡の魅力や地域の歴史・
自然・観光・伝統産業等について情報発信し、地域振興と活性化につなげて
いく必要があります。

２事業の目的
青谷かみじち史跡公園のオープン前から、青谷上寺地遺跡及び地域の魅力的
な情報について積極的な広報活動を行うことにより、青谷地域一帯、鳥取市
エリアでの知名度向上と活性化を図ります。

３事業の内容
①とっとり弥生の王国青谷かみじちフェスタの公開放送
県と市が合同開催する、とっとり弥生の王国青谷かみじちフェスタの模様を
FMラジオで生中継することにより、施設のオープンについて広報活動を行う
とともに、青谷の地域情報を効果的に発信しました。

■放送日時 令和4年11月13日（日）10:00～15:00の間、2時間程度
■事 業 者 株式会社FM鳥取

②青谷上寺朗のキャラクターを活用した広報グッズの制作
全国的に知名度が高まっている青谷上寺朗のキャラクターを活用したグッズ
を製作し、施設のオープンについて地域の機運の醸成を図ります。

■内 容 のぼり旗100枚、公用車用マグネット109枚

青谷上寺地遺跡地域利活用運営事業費

のぼり旗

公用車用マグネット



１ 事業の背景
青谷高等学校は、青谷上寺地遺跡の歴史資産を活用した新たなカリキュラム
を創設し、1年次から3年次に至るまで、継続的に青谷上寺地遺跡を素材とし
た学習体制を整えるなど、近隣他県にない専門的な考古学を打ち出した学校
の魅力づくりを行っています。

２ 事業の目的
専門的な考古学の学習環境の整備を進めている青谷高等学校に、青谷上寺地
遺跡学習を履修するため、県外から入学した生徒の生活支援を行うことより、
考古学の人材育成、将来の地元就労や地域貢献など、青谷上寺地遺跡を活用
した 地域振興につなげます。

３ 事業の内容

県外から青谷高等学校に入学し、青谷上寺地遺跡等を活用した地域学習を履
修する生徒に対して、鳥取市内に下宿する場合の生活費の一部を支援します。
なお、令和4年度は、令和5年度の県外入学生募集のために債務負担行為を
設定するものです。

■対象の生徒 令和5年度の県外入学生1年生3人
■補助金額 10,000円×12か月×3人＝360,000円

４ 今後の取組
一般財団法人 地域・教育魅力化プラットフォームが運営するホームページ、
県高等学校課HP内にあるポータルサイト「鳥取ふるさと留学」、全国38局で
放送されているFMラジオ「SCHOOL OF LOCK!」などにより情報発信し、生徒を
募集します。

青谷上寺地遺跡地域学習環境整備補助金

古代米の田植

弥生土器づくり 課題探求



資料６






